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1. まちの価値をどのように評価するか 

都市計画は多くの利害関係者が関わるため、賛成・反

対など様々な意見が生じやすく、合意形成が難しい分

野である。そのため都市計画を議論する際には、「まち

の価値」をどのように評価するかが重要となる。評価と

は、視点・データ・価値観の組み合わせによって成り立

つものである。 

 

2. 評価するための「視点」 

まず、視点が異なれば評価結果も変わるため、どの

視点で評価するかを絞る必要がある。例えば道路整備

を評価する場合に、景観の視点からだと否定的な結果

になり、交通安全の視点からだと肯定的な結果になる

こともある。ある道路を評価する場合はまちの皆さんと、

行政がお互いに視点を出し合って絞り込んでいくこと

が大事である。 

 

3. 評価するための「データ」 

次に、評価にはデータが不可欠である。データには統

計など既存のものと、アンケートや調査など自ら収集す

るものがある。さらにデータには、数値化できる定量デ

ータと、言葉や意見などの定性データが存在する。まち

づくりでは両者を組み合わせて理解することが重要で

あり、定性的な意見も整理や分析によって評価に活用

することができる。ただし、データは偏りのない形で収

集することが重要であり、無作為抽出などの方法によ

って代表性を確保する必要がある。 

 

 

4. 評価するための「価値観」 

最後に、評価結果をどのような基準で判断するかと

いう「価値観」を事前に共有しておくことも重要である。

例えば何割以上の賛成があれば採用するのかといった

基準をあらかじめ議論しておかないと、評価に対する

結果が定まらず、議論がまとまらなくなる可能性がある。

大事なのは、評価結果をそのまま結論とするのではな

く、そのデータと評価を踏まえながら議論し、合意形成

していくことである。また、現在行われている調査を通

じて取得したデータや評価を、未来に繋いでいくことも

大事である。 

 

 

 

Q. 評価者の間であらかじめ合意形成をしておくとい

う説明と、最終的には調査データを見ながら議論し

て合意形成を行うという説明があった。そうすると、

最終的にデータに合わせて結論を決めることになっ

てしまうのではないか。 

Ａ. 評価に関する合意形成は、基本的には二段階で考

えるのが望ましい。まず重要なのは、データを取る前

の段階で、どのような視点で評価するのか、どのよう

なデータを用いるのか、またどのような価値観や基

準で判断するのかを、関係者の間で事前に話し合っ

ておくことである。例えば「反対が 7 割を超えた場合

は計画を見直す」など、判断基準をあらかじめ決めて

おく方法も考えられる。 

一方で、実際に収集されたデータは必ずしも完全

ではなく、アンケートなどでも回答の偏りなどが生じ

ることがある。そのため、調査結果が出た後には、そ

のデータを踏まえて改めて議論し、最終的な判断を
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行うことも必要である。つまり、事前に評価の枠組み

を共有し、最終段階ではデータを参考にしながら議

論し合意を形成するという、二段階のプロセスで進

めることがよいのではないか。 

 

Q. 評価には住民が関わることとされていたが、住民

がどのように評価に関わることができるのか、方法

や事例があれば教えてほしい。 

Ａ. 評価に住民が関わるためには、まず住民と行政が互

いに敬意と信頼を持って議論できる場を設けること

が重要である。また、誰が評価を行うのかを決めるこ

とも重要で、それは市民参加の場や区議会だったり

する。中でも、都市計画やまちづくりの分野では、住

民と行政職員が参加する会議体があり、そこで評価

の視点や方法を決定し、そこが中心となって価値を

測っていくことはとても大事である。 

 


